
風
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

シ
セ
イ

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
白
い
建
物
の
あ
た
り
に
は
、
ま

だ
わ
ず
か
に
冬
の
気
配
が
の
こ
っ
て
い
た
。
去
ろ
う
と
し
て
、
す

み
や
か
に
去
り
や
ら
ぬ
、
グ
レ
イ
が
か
っ
た
晩
冬
か
ら
初
春
へ
の

色
調
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
集
っ
た
人
々
は
、
長
く
つ
づ
い
た
今
年
の
厳
寒

の
季
節
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
、
厚
い
コ
ー
ト
に
身
を
つ
つ
み
、
ロ

ビ
ー
の
ク
ロ
ー
ク
に
そ
れ
を
預
け
る
た
め
に
列
を
つ
く
っ
て
い
た
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
演
奏
の
は
じ
ま
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
ひ

と
時
、
ロ
ビ
ー
に
は
ゆ
れ
動
く
人
々
の
群
と
快
い
さ
ざ
め
き
が
あ

る
。
中
年
の
落
着
い
た
雰
囲
気
を
も
つ
カ
ッ
プ
ル
、
友
人
の
グ
ル

ー
プ
で
あ
ろ
う
女
性
た
ち
、
一
人
で
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
掛
け
て
来

た
ら
し
い
青
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
青
年
、
そ
れ
ぞ
れ
に
今
日
の
リ
ヒ

テ
ル
の
ピ
ア
ノ
演
奏
が
、
音
楽
的
完
成
度
の
高
い
贈
り
物
で
あ
る

こ
と
を
期
待
し
て
集
っ
た
、
秘
め
や
か
な
ざ
わ
め
き
な
の
で
あ
る
。

ま
だ
冷
た
さ
の
の
こ
る
季
節
に
、
渋
い
リ
ヒ
テ
ル
を
聴
く
の
も

い
い
な
ど
と
、
私
は
温
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
思
っ
た
り
し

て
い
た
。
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
・
リ
ヒ
テ
ル
は
一
九
一
五
年
に
生
ま

れ
た
ド
イ
ツ
系
の
ソ
連
市
民
で
あ
る
。
そ
の
堂
々
た
る
体
躯
と
、

地
味
で
堅
実
な
印
象
を
あ
た
え
る
風
貌
と
は
く
つ
に
、
リ
ヒ
テ
ル

の
性
格
は
、
き
わ
め
て
繊
細
で
あ
り
神
経
質
な
面
を
も
っ
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
彼
の
弾
く
ヴ
ェ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、

シ
ュ
ー
マ
ン
な
ど
は
歴
史
に
の
こ
る
名
演
と
評
さ
れ
た
が
、
音
に

よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
音
楽
は
、
作
曲
者
と
演
奏
者
リ
ヒ
テ
ル

の
精
神
世
界
を
く
っ
き
り
と
表
出
す
る
普
遍
的
な
完
成
度
と
な
っ

て
、
高
貴
な
る
風
格
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

ス
テ
ー
ジ
に
姿
を
み
せ
た
彼
は
、
黒
の
タ
キ
シ
ー
ド
に
身
を
っ

十
二
の
作
品
に
よ
せ
る
十
二
の
風
景
〈
そ
の
四
〉

リ
ヒ
ー
ァ
ル
の
演
奏
会
‐
ザ
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
‐
赤
‐
ル
に
て
‐

吉
村
由
美
〈
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
〉
絵
／
南
和
好

連
載
エ

つ
み
ピ
ア
ノ
の
前
に
立
ち
、
聴
衆
に
む
か
っ
て
静
か
に
頭
を
さ
げ

た
。
ピ
ア
ノ
に
む
か
う
リ
ヒ
テ
ル
の
手
許
に
だ
け
光
り
が
あ
り
、

客
席
か
ら
ス
テ
ー
ジ
に
い
た
る
ま
で
、
ほ
の
暗
い
静
け
さ
に
つ
つ

ま
れ
る
。
独
奏
会
の
前
半
で
彼
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
四
季
」

か
ら
〃
白
夜
〃
〃
舟
歌
〃
〃
ト
ロ
イ
カ
〃
〃
炉
ば
た
に
て
〃
の
四
曲
と
ノ

ク
タ
ー
ン
そ
し
て
ワ
ル
ツ
を
弾
い
た
。
ほ
と
ん
ど
音
を
大
き
く
響

か
せ
る
こ
と
も
な
く
、
心
の
内
に
包
み
こ
む
よ
う
な
、
シ
ン
プ
ル

な
行
惰
性
を
感
じ
さ
せ
る
奏
法
だ
と
い
え
る
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
と
い
う
大
き
な
会
場
に
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
窓
辺
に
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
の
風
景
が
見
え
る
、
ど
こ
か
の
邸
に
あ
る
広
間
で
、

深
く
沈
む
ほ
の
暗
さ
の
な
か
に
ピ
ア
ノ
を
聴
い
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
つ
つ
ま
し
や
か
な
想
い
に
私
は
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
ゆ
く

よ
う
に
思
わ
れ
た
。

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
四
季
」
と
い
う
曲
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
の
音
楽
雑
誌
「
ヌ
ヴ
ェ
リ
ス
ト
」
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
毎
月

の
風
物
を
小
品
に
作
曲
し
、
一
年
間
掲
載
し
た
ピ
ア
ノ
曲
集
で
あ

る
。
こ
れ
は
音
楽
と
企
画
の
面
で
大
成
功
し
、
の
ち
に
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の
作
品
三
七
ｂ
「
四
季
」
と
し
て
、
ユ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
。
十
二
曲
の
う
ち
〃
ト
ロ
イ
カ
〃
は
ネ
ク
ラ
ー

ニ
モ
リ

ソ
フ
の
詩
を
標
題
と
し
て
、
雪
原
を
走
る
一
一
一
頭
立
て
の
馬
権
の
映

像
と
、
鈴
の
音
を
聴
く
か
の
よ
う
な
、
ロ
シ
ア
の
雪
の
風
景
を
思

わ
せ
る
。
リ
ヒ
テ
ル
の
演
奏
は
、
作
曲
者
の
楽
想
を
伝
え
る
の
に

忠
実
な
、
穏
や
か
な
リ
リ
シ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
た
。

リ
ヒ
テ
ル
は
こ
の
演
奏
会
の
後
半
で
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
音

の
絵
」
作
品
三
三
か
ら
第
八
、
四
、
五
を
、
作
鈷
三
九
よ
り
第
一
、

叩
、
。
，
う
一
一
﹈
自
営
間

｝
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、

錘
嘩

二
、
三
、
四
、
九
を
弾
い
た
。
前
半
の
む
し
ろ
単
純
な
好
惰
性
と

は
一
転
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
す
み
ず
み
に
ま
で
音
を
響

か
せ
、
ひ
じ
ょ
う
に
高
度
な
技
巧
を
必
要
と
さ
れ
る
各
部
分
を
、

力
強
い
見
事
な
演
奏
で
弾
き
き
っ
た
。
ラ
フ
マ
ー
ー
ノ
フ
は
、
私
の

好
き
な
作
曲
家
の
一
人
だ
が
、
そ
の
旋
律
の
、
音
と
し
て
の
美
し

さ
を
鮮
烈
に
感
じ
さ
せ
る
作
曲
家
で
あ
り
、
強
靭
な
魂
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
哀
愁
が
、
そ
の
音
楽
的
世
界
の
な
か
に
表
出
し
て
く
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ラ
フ
マ
ー
ー
ノ
フ
自
身
、
超
人
的
な
演
奏
技
巧
と
、
き
わ
め
て
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
表
現
力
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
十
九
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
の
流
れ
に
位
置
す

る
作
曲
家
で
あ
る
が
、
豊
か
な
個
性
に
彩
ら
れ
た
リ
ズ
ム
、
そ
し

て
そ
の
多
彩
な
リ
ズ
ム
が
メ
ロ
デ
ィ
を
生
み
だ
し
て
ゆ
く
。
明
快

さ
と
激
情
と
、
そ
し
て
哀
愁
を
秘
め
た
情
感
と
を
、
音
楽
に
よ
っ

て
描
き
だ
す
の
で
あ
る
。

「
音
の
絵
」
を
弾
き
お
わ
っ
た
の
ち
、
聴
衆
の
拍
手
に
こ
た
え

て
リ
ヒ
テ
ル
は
ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
三
曲
弾
い
た
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ 一

〆
配
壷
』
圭
坤
一
云
一
Ｐ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
集
っ
た
人
達
の
心
か
ら
の
拍
手
が
リ
ヒ
テ
ル
に
は

快
い
も
の
で
あ
っ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
〃
メ

ロ
デ
ィ
ア
〃
・
ド
ビ
ッ
シ
ー
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
か
ら
〃
平
野
の
風
〃

同
じ
く
ド
ビ
ッ
シ
ー
の
〃
ア
ナ
ヵ
プ
リ
の
丘
〃
・
そ
れ
ぞ
れ
に
私
に

は
清
麗
な
印
象
を
あ
た
え
る
、
慰
め
に
み
ち
た
曲
で
あ
り
演
奏
で

も
あ
っ
た
。
必
要
以
上
に
飾
る
こ
と
の
な
い
リ
ヒ
テ
ル
の
、
お
そ

ら
く
は
誠
実
で
人
間
的
な
あ
た
た
か
さ
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
精
神

的
な
内
面
が
、
作
曲
者
の
楽
想
を
確
実
に
再
生
し
て
み
せ
る
の
で

あ
る
。
作
品
そ
の
も
の
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
し
て
自
ら
の

音
楽
へ
の
厳
密
な
思
惟
が
、
一
日
に
八
、
九
時
間
の
激
し
い
習
練

を
彼
に
持
続
さ
せ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
を
出
る
と
、
街
に
は
さ

ん
さ
ん
と
粉
雪
が
降
り
は
じ
め
て
い
る
。
白
い
雪
に
お
お
わ
れ
て

ゆ
く
街
路
の
静
け
さ
は
、
リ
ヒ
テ
ル
の
演
奏
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、

り
人
れ
つ

凍
測
の
な
か
に
清
艶
な
も
の
を
秘
め
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
白
い

風
景
な
の
で
あ
っ
た
。

…ｋ, ､ 今､ ､ ぜ、妥典
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▲船尾ランプ（長さ４５，，幅1 2 ｍ）が徐々に開き出す

＝会、竜
砥

△着岸するスーパーキャ( リア「バーバー・タンパ号_ ，

『 毒
Ｐ

（ノルウェー船籍､ 4 4 , 0 0 0 重量総トン）
▼船の整備をする乗組員モーターボートも菰戟▼

一、『週。

〃

J〆垂智

§

ＲＯＲＯ船
・スーパーキャリ
バーバー･ タンパ

▽2 4 0 0 個のコンテナを積載▽国域とＢＢＳ社長

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



日
本
一
の
座
守
る
Ｉ
ｌ
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
話
で
は
な
い
。
プ

ロ
野
球
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
実
は
神
戸
港
の
こ
と
。

五
十
八
年
の
総
入
港
船
舶
隻
数
、
取
扱
貨
物
量
と
も
日
本
一
と

な
っ
た
。
前
者
は
九
万
二
千
八
百
八
十
二
隻
、
前
年
比
五
・
二
％

減
だ
が
、
他
港
と
の
差
は
歴
然
。
後
者
の
国
内
主
要
順
位
は
①
神

戸
②
千
葉
③
横
浜
と
な
り
、
三
年
連
続
首
位
と
な
っ
た
。
総
貨
物

量
は
一
億
四
千
八
百
四
万
四
千
〆
、
う
ち
一
一
八
％
が
外
貿
貨
物
、

他
が
内
貿
貨
物
で
あ
る
。
外
貿
貨
物
の
中
で
も
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は

半
数
の
二
千
二
百
八
十
万
一
千
荻
と
世
界
一
で
あ
る
。

さ
ら
に
外
貿
相
手
国
を
み
る
と
中
国
、
香
港
、
台
湾
な
ど
ア
ジ

ア
各
国
の
伸
び
が
顕
著
で
〃
ア
ジ
ア
の
マ
ザ
ー
ボ
ー
ト
″
神
戸
が

果
た
す
貢
献
度
は
日
本
一
の
名
に
恥
じ
な
い
。
日
本
「
世
界
一

と
景
気
の
い
い
話
が
ボ
ン
ボ
ン
出
て
く
る
。
が
、
実
情
は
そ
う
甘

く
な
い
。
取
引
相
手
の
好
パ
ー
ト
ナ
ー
韓
国
が
〃
自
立
〃
し
だ
し

た
か
ら
だ
。
自
国
の
コ
ン
テ
ナ
基
地
を
整
備
し
、
神
戸
を
中
継
基

地
と
し
た
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
貨
物
積
み
替
え
）
の
利
用
度
が
減
少

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
他
国
が
右
に
な
ら
え
だ
と
う
か
う
か
で
き

な
い
。
〃
貨
物
争
奪
戦
〃
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
背
景
に
船
の
大
型
化
の
影
響
も
大
き
い
。
世
界
最
大
の

コ
ン
テ
ナ
船
バ
ー
バ
ー
・
タ
ン
パ
号
（
ハ
ラ
ル
ド
・
ロ
ヴ
ィ
ク
船

長
、
四
万
四
千
重
量
珠
）
が
二
月
二
十
四
日
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

に
入
港
し
た
。
ノ
ル
ウ
エ
ー
な
ど
欧
州
三
国
の
船
会
社
、
バ
ー
パ

ー
・
ブ
ル
ー
・
シ
ー
・
ラ
イ
ン
社
（
Ｂ
Ｂ
Ｓ
）
所
有
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
（
ロ
ー
ル
オ
ン
・
口
ｌ
ル
オ
フ
船
）
で
あ
る
。
同
社
は
一
九
七

九
年
に
六
隻
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
就
航
さ
せ
て
お
り
、
本
年
に
は
タ

ン
バ
号
を
含
む
３
隻
を
就
航
、
計
九
隻
の
「
ス
ー
パ
ー
キ
ャ
リ
ア
」

船
隊
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
四
月
に
は
九
隻
目
が
処
女
航
海

と
な
り
そ
う
だ
が
、
建
造
は
韓
国
の
現
代
重
工
業
が
請
け
負
っ
て

お
り
、
造
船
が
お
家
芸
の
日
本
も
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
は
、
船
自
体
が
種
み
（
口
ｌ
ル
オ
ン
）
お
ろ
す
（
口

ｌ
ル
オ
フ
）
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ッ
キ
ク
レ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
を
備
え
た
多
目
的
貨
物
船
で
あ
る
。
港
に
は
岸
壁
さ
え
あ
れ

ば
い
い
わ
け
で
、
二
日
仕
事
も
一
日
で
成
し
遂
げ
る
近
代
化
船
で

あ
る
。寒

風
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
船
体
が
岸
壁
に
横
づ
け

( 右上）徐々に開く船尾ランプ（中上）船名（同下）もう少しでランプが岸壁に（左）輸出用のブルドーザーが乗り込む
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さ
れ
た
と
き
、
そ
の
巨
大
さ
に
一
時
寒
さ
を
忘
れ
た
ほ
ど
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
船
尾
の
ラ
ン
プ
ウ
エ
イ
が
徐
々
に
岸
壁
と

連
絡
す
る
。
ぱ
っ
く
り
と
あ
い
た
船
尾
に
輸
出
用
の
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
が
続
々
と
吹
い
こ
ま
れ
て
い
く
。
ま
る
で
鯨
が
口
を
あ
け
る
だ

け
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
ど
ん
ど
ん
飲
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
。
船
の

前
部
で
は
コ
ン
テ
ナ
が
積
み
込
ま
れ
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
キ
ャ
リ
ア
Ⅱ
（
本
年
建
造
の
三
隻
）
の
規
模
を
紹
介

し
て
み
る
。
サ
イ
ズ
は
大
型
客
船
と
同
様
だ
が
乗
組
員
は
た
っ
た

の
二
十
二
名
。
一
隻
の
船
体
の
鉄
鋼
量
は
自
動
車
一
万
八
千
台
に

相
当
す
る
。
全
長
二
百
六
十
二
届
は
ボ
ー
イ
ン
グ
７
４
７
機
の
四

倍
に
な
る
。
最
大
積
載
量
は
コ
ン
テ
ナ
二
千
四
百
個
、
自
動
車
千

五
百
台
、
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
（
大
型
）
バ
ス
七
百
三
十
台
が
可

能
。
種
み
お
ろ
し
の
船
尾
ラ
ン
プ
の
幅
は
二
車
線
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ

並
み
で
、
四
百
〆
の
重
量
に
耐
え
る
。
ち
な
み
に
百
十
二
・
五
キ
ロ

の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
三
千
二
百
人
乗
れ
る
わ
け
だ
。
甲
板
は

野
球
場
が
二
つ
、
サ
ッ
カ
ー
場
な
ら
四
つ
の
広
さ
。
船
に
備
わ
っ

た
ク
レ
ー
ン
は
４
メ
の
ア
フ
リ
カ
象
を
十
頭
吊
り
上
げ
る
能
力
を

も
つ
。
燃
料
タ
ン
ク
を
満
杯
に
す
れ
ば
四
万
海
里
継
続
航
行
可
能
、

五
航
海
分
の
燃
料
で
月
ま
で
行
け
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｓ
社
長
の
エ
リ
ッ
ク
・
ワ
ー
ゲ
・
ニ
ー
ル
セ
ン
氏
は
「
わ

が
社
は
顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
第
一
義
。
多
様
化
す
る
一
Ｔ
ズ
に
対
応

す
る
た
め
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
新
型
ス
ー
パ
ー
キ
ャ
リ
ア
の
導
入

で
す
。
神
戸
に
は
ス
ー
パ
ー
キ
ャ
リ
ア
の
船
が
毎
月
七
、
十
七
、

二
十
七
の
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
の
日
に
入
港
し
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
や
ま
な
い
。
ロ
ヴ
ィ
ク
船
長
も
「
以
前
に
も
神
戸
に
来
て
い

る
が
素
晴
し
い
港
だ
」
と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
。

船
内
で
の
歓
迎
式
典
に
は
鳥
居
幸
雄
港
湾
局
長
も
出
席
斡
一
Ｔ●

ル
セ
ン
Ｂ
Ｂ
Ｓ
社
長
に
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
架
か
る
大
橋
は
一
一

●
ｅ
Ｃ
●

ｌ
ル
セ
ン
方
式
な
ん
で
す
。
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」
と
ジ
ョ
ー
ク

を
と
ば
し
た
あ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
ひ
っ
か
け
て
「
ぜ
ひ

と
も
海
運
界
の
金
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
も
ち
あ
げ
る

姿
に
、
神
戸
港
側
の
ス
ー
パ
ー
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
期
待
度
が
う

か
が
わ
れ
よ
う
と
い
う
も
の
。

港
の
景
気
が
経
済
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
が
、
ボ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
も
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
上
昇
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
だ
。
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私
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▲ロヴィク船長、鳥居幸雄局長( 右隣) を囲んで関係者勢揃い

、
④

pＷ

●

畳､ミ

▲船歴3 0 年近いロヴィク船長
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日射しがまぶしくなってきたら､ さあ､ いた
オレンジメイド､ グレープメイド､ アップルメイド、
プラムメイド､ そして好評のチョコレートムースと、
5 種類のおいしさ－．
デザートにはもちろんのこと､ 涼しいおいしさをい
つでもどこでも｡ 手軽な3 コ入りパックもございますも
〈ファンシーデザート〉
●5 0 0 0 円( 3 2 コ入り）●2 0 0 0 円( 1 2 コ入り）
●4 0 0 0 円( 2 4 コ入り）●1 0 0 0 円（６コ入り）

、●3000円(18コ入り）●500円(諾普入り）

ロマンのあるスイート
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ﾄ ﾉ ｱ / ﾛ ﾉ ｰ ﾉ ﾄ ﾞ ﾉか/ら/神/戸ソビノー/フノの/ ｴ ﾉスﾉ ﾌ ｿ ﾘ /を

・れんが亭く４月> のゲスト
植村孝一〈く株> M A C社長）・真美夫妻
神戸のアイビー＆トラッドの草分けとして､ 石津謙介氏が名付けた" まからずや" のＭＡＣ。
２代目社長として、今年は神戸ＪＣの副理事長として大活躍だ｡ ｢ 女房を貰う時、母との同
居．スキーができる．知性的の３つが最低条件でネ。僕に見る目があったのか真美は３人
の子供を育てながらよくやってます」とれんが亭の肉と同じ位大きな愛情表現デシタ。

；棚川峨
神戸市中央区下山手通2丁目5 - 5 (トアロード) T E L O 7 8 ( 3 3 1 ) 7 1 6 8
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Hirot a C o n f e c t i o n e r y
⑰洋菓子ユーハイムコンフェクト

⑬和菜子二つ茶屋
FUtatsuChaya

⑲蕊子蕊n- T a息g o y a砂屋
⑩巣 - Ｆ・パンベル

ＢｅｌＩｅ

⑪ 菜子河南堂
Ka n a n d o

⑫ チョコレートコスモボリタン
Cosmop o l i t a n

⑬瓦煎餅葱u s森｡ h鴬e ･本店
⑭喫茶ＵＣＣ上島コーヒショップ
⑮チョコレートゴンチャロフ
キャンデイＧｏｎｃｈａｒｏｆｆ
⑮パン・喫茶カスカード

Cascar I G

元町通三丁目
縄3.縦hﾘ２－５

徽刷瀞鮮’
七ン夕一街
鍛kr悪ｉ８'～３
センター街( 3 9 1 ) 8 7 1 8
さんちかスイーツタウン
( 3 9 1 ）２１４６

棚i駕徽ツ
元町通三丁目

』3熟｡品c鳥４o
さんちかタウン
( 3 9 1 ）３５５８

元町．通一丁目
( 3 3 1 1 0 7 5 5
3 - ｍｏｌｏｍ団c h i

元頁ｒ通三丁目

鍔Wﾋ･糸c舟６７
星宮 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 髄
( 3 3 1 Ｊ 0 ０２１

蕊A 撫鮒
肩3,篇,京2貝Ｉ苧
ＫｙＯｍａＣｈｉＳｔｒｅｅｔ

僧8奇滞唱｡門jnW
I n f r o n t o 1 N a n k o
さんちかタウン
( 3 9 1 ｊ５６７７
さんちかスイーツタウン
< 3 9 1 ）３５６３

さんプラザ３Ｆ
( 3 9 1 ) １３６９

花 硯

鼎Mku暇２１－２
北野町
l ２２２Ｊ５１２３
Ｋｍ⑤ｎ⑥ＣｈＯ
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秋
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そ
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農
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る
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新発売発 "＝一同

伊言

ゴ

さ
ん
は
ん
の
し
ら
べ拡

日
一
三
口

本社・神戸市東灘区甲南町１丁目４－２８
盃(078)451-0321<代）

本店・神戸市中央区元町通３丁目２－１１
金(078)331-7367(代）

二

香四
り国
とは
味伊
わ隙
い天
の然
逸柚
品の

ゴー

大大奥
和納丹
芋言波
のこ採
融れ１１１
台を粟
は包と
絶む＋
品勝

一Ｌ一

二審、耳睡曹直
一・

木 高砂辰

ノ
神戸元町本店･ さんちか店･ 阪急三醤街店

取扱店・全国有名百貨店、

直営店
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、

- ＝

可「
は
や
」
の
お
も
て
な
し
と
心
意
気
を
１
，
１
７
８
㎡
の
ス
ケ
ー
ル
で
。』

は
や
」
の
お
も
て
な

心
＆

２

■
④

輯一致＝嚇一

ｒはや」の扱敷席は民芸の衆朴なインテリア。
繕本武先堆ご夫斐も、胃にもたれないと肉料理に舌づつみ。

灘高前とは
嬉しいですね。

橋
本
武

橋本武
(灘高元教諭）

大
阪
の
”
階
へ
上
が
っ
た
。
私
た
ち
は
年
齢
の
せ
い

も
あ
っ
て
、
肉
料
理
と
い
え
ば
尻
込
み
す
る
方
な
の

に
今
回
は
様
子
が
ち
が
っ
た
。
肉
と
い
え
ば
顔
を
し

か
め
て
い
た
要
ま
で
が
、
肉
刺
し
か
ら
た
た
き
、
そ

れ
に
生
肉
の
千
切
り
を
卵
の
黄
味
で
ま
ぶ
す
何
と
か

い
う
の
ま
で
、
お
い
し
い
の
連
発
で
腹
一
ぱ
い
食
べ

た
の
が
全
然
胃
に
も
た
れ
な
い
。
こ
の
お
店
が
灘
高

の
そ
ば
に
進
出
す
る
と
い
う
。
私
は
嬉
し
く
な
り
、

早
速
オ
ー
プ
ン
の
日
を
ね
ら
っ
て
予
約
し
た
。

「
神
戸
っ
子
」
の
小
泉
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
ア
ク
テ
ィ

一一
一
一

一
一

西洋膳所雪一
ちょっと優雅なデイタイム、ゴージャ
スなナイトタイムに、本格的な仏蘭西
料理を懐石風に。グルメなひとときが
旬ごとに変る四季のメニューに、和仏
折衷の新鮮さをお楽しみ下さい。ベテ
ランシェフが腕によりをかけて皆さま
のおこしをお待ちしています。

西』 鍵芸肉料鍾●
風味ある上質の和牛肉、新鮮な魚介や
野菜をふるさとの香り漂よう｢ はや』の
桟敷席で楽しむ民芸肉料理は、ほのぼ
のと和韓折衷の楽しさがあります。
2 人､ 4 人､ 6 人掛け､ 小中宴会から大宴会
( 1 0 0 人)じゅうたんを敷きつめた特別室
など1 , 1 7 8 ㎡のビッグなスケールです。

アプローチ

水しぶきが豪快な滝のある吹きぬけが
｢ はや. ｣ の玄関アプローチ。流れの下に
は池があり、石橋がかかる日本情緒で
お客さまをお出迎え。階段をあがれば
お茶室がしっとりと。左には仏蘭西割
烹の｢ 西洋膳所｣ 右には民芸肉料理「は
や」の" くつろぎの世界, , が広がります。
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や戸

Ｌ

５
月
帖
日
金
は
や
神
戸
東
灘
店
、
オ
ー
プ
ン

ｒ一

つるべが｢ はや｣ を神戸につれてきた。

焼肉料理
ロ．ス￥9 0 0
力ルビ￥９００

上ロー･ス￥1 4 5 0
ｋミノ￥8 5 0
.,i､zタン￥900
只柱￥8 0 0
磯焼￥9 0 0
鍋料理

しゃぶしゃぶ￥3 , 0 0 O
すき焼￥3 , 0 0 0

その他
牛肉のたたき

肉刺
テ・‐ルスー・
わかめス・

どピン

￥ユ.０００
し￥９６０
.プ￥5 5 0

特選セット〈￥3. 9 0 0）
；よや焼く￥41400）

ファミリーー焼
娩肉宴会￥４，
（ｌ名さま

尾芸向料理

駕篭鯛
午前1 1 時3 0 分～午前２時

お昼の西洋' 懐石
・ハリジ瓦ンヌの午読
( i i 祷りメーーエー９品）
￥2 . 3 0 0

ﾛ 西洋懐石■
・プｉｊ－. - . 1 の森の夜会
(ｌ３ＩＩｌＡＶ４,000）
･ 美食家のための特別料理
“雌￥5, 5 0 0）
| 和牛ワゴンステロ奇
＠１５０９￥4, 5 0 0
①２００９￥6. 0 0 0
⑨２５０９￥7,500
●３００９￥9,000
( オード￥3 0 0 スープ￥2 5 0
. リラダ￥2 0 0 デザート￥3 0 0
コーヒ紅茶￥2 0 0
バンライス￥2 0 0 ）
お好きなものと組合せを
，他、魚料理、肉料理の
‐１V , 料理があります。

民芸肉粍理
I まや神戸東灘店
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妙りたて､ 挽きたての味と香り

珊誹は音楽

鍾壷冒藤
這頼のプラント：

い 波
の
音
に
遊
ぶ
午

一一一司

二
ｍ
し
完
（
」
律
異
墾
二
一
ｒ
し

Ｅヨ

園

Ｉ

上島伽排本社
叱本社: 神戸市中央区多聞通牙1

亡【078)361-8800ｌｂ
支社: 北. 毎通･ 蔑北･ 閲亜･ 虹i 毎

中閉･ 北睦q 近壁画･ 近里画
中国･ 山険･ 四国･ 九州･ 坤麺

支店 : 全国士要祁市 1 6 5 大病

ZjC℃
Ｕ
Ｃ
Ｃ
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マ
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ッ
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（
特
殊
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ル
ブ
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装
加
旦

Ｕ
Ｃ
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リ
ジ
ナ
ル
コ
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ヒ
ー

（
ペ
ー
パ
ー
「
オ
ル
タ
ー
用
伽
ｇ
缶
）
鐘 農琴

璽鰯
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